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WCOAと会計・監査のグローバル化
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第17回世界会計士会議

 

2006年11月

 

トルコのイスタンブールで開催
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証券市場のグローバル化

日本の証券市場
資本流入

106Billion $
資本流出

664Billion $
アメリカの証券市場

資本流入
4,167Billion $

資本流出
1,922Billion $

イギリスの証券市場

資本流入
2,387Billion $

資本流出
2,247Billion $

ユーロエリアの証券市場

資本流入
3,569Billion $

資本流出
3,609Billion $

アジア及びその他の証券

 
市場は急速に拡大中

グローバル化

注：各資本市場の金額は2003年当時であり、2005/1 IMF Working Paper
“Financial Globalization and Exchange Rates”より抜粋
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グローバル化した証券市場に求められるもの

グローバル化した証券市場

＝証券市場の国境を越えた

 資本の流入・流出

異なる資本市場においても、財務

 情報を同じ尺度で比較することが

 欠かせない

開示情報の提供方法の改善

 が欠かせない

ＸＢＲＬの採用

・会計基準

・監査基準

・ディスクロージャー基準
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会計基準のコンバージェンス ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

 
化した

 
証券市場 情報提供

 
の改善

同じ尺度

 
での比較

一連の会計基準改革（国際化）
–

 
2000/3

 
連結決算中心

–

 
2000/3

 
キャッシュ･フロー計算書

–

 
2000/3

 
税効果会計

–

 
2001/3

 
金融商品

–

 
2001/3

 
退職給付

–

 
2006/3

 
減損会計

–

 
2007/3

 
企業結合

国際的な動向

米国のSECとECは、米国の会計基準と国際会計基準の統合化を
2009年までに加速させ、差異の調整表（リコンシリエーション）を
解消する予定

日本も国際会計基準との統合を推進中
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会計基準のコンバージェンス ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

 
化した

 
証券市場 情報提供

 
の改善

同じ尺度

 
での比較

２００２ ２００４ ２００５ ２００６ ２００９

アメリカとＥＵ
IASBの動き

日本とＥＵ

 
IASBの動き

日本とアメリカ

 
ＦＡＳＢの動き

10月

 
IASBとFASB 
がｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ

 
に関する合意

 
を公表

 
（ﾉｰｳｫｰｸ合意）

６月

 
EUは日本・ｱﾒﾘｶ・

 
ｶﾅﾀﾞの会計基準

 
と国際会計基準

 
の同等性ﾌﾟﾛｾｽ

 
を開始

４月

 
SECがﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

 
を公表･･･2009年

 
までに調整措置

 
解消の目標

２月

 
IASBとFASBはｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽに

 
関する覚書（Memorandum 
of Understanding）を公表

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの

 
調整措置

 
解消

６月

 
EUは日本・ｱﾒﾘｶ・

 
ｶﾅﾀﾞの会計基準

 
と国際会計基準

 
の同等性ﾌﾟﾛｾｽ

 
を開始

１月

 
ASBJとIASBは

 
共同ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに

 
合意

５月

 
金融庁とSECの

 
会談にて、ASBJ 
とFASBの対話

 
強化を支持する

 
ことに合意

５月

 
ASBJとFASB 
による第1回

 
定期協議会

 
を開催

７月

 
企業会計審議会の企画調整部会

 
が意見書「会計基準のｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ

 
に向けて」を公表

７月
EUのCESRが

 
「同等」と評価

10月

 
ASBJはｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽに関わる

 
会計基準のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ計画表を公表

７月

 
FASBとIASBが、共同の概念

 
ﾌﾚｰﾑﾜｰｸの最初の章の草案公表

２００７
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監査基準のコンバージェンス ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

 
化した

 
証券市場 情報提供

 
の改善

同じ尺度

 
での比較

監査基準の改訂（２００２年）・・・国際監査基準との統合化へ
–

 

「二重責任の原則」の明確化

–

 

ゴーイング・コンサーン問題への対処

–

 

監査のリスク・アプローチの明確化

監査基準と中間監査基準の改訂（２００５年10月）
–

 

事業ﾘｽｸをより重視した監査等

監査に関する品質管理基準の制定（２００５年10月）
–

 

監査法人の審査体制や内部管理等の監査の品質管理に関連する基準を制定

品質管理の実務指針（２００６年３月）
–

 

「監査事務所における品質管理」

監査の実務指針－監査基準委員会報告書（２００６年10月）
–

 

「財務諸表の監査における不正への対応」

–

 

公開草案

 

「監査調書」

公開草案 「四半期レビュー基準の設定について」（２００６年11月）

財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準

並びに財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準

の設定（２００７年２月）
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ＸＢＲＬの必要性

開示情報の提供方法の改善が欠かせない

–

 
昨年11月にイスタンブールで開催したWCOA（World Congress of 
Accountants 世界会計士会議）においても、XBRLのメリットを

 強調する多くの声があった

情報の正確性・信頼性に対応

迅速かつ効率的な情報提供

情報の有用性、拡張性の強化
・・・情報検索が容易になる 等

フォーマットの標準化
・・・国や会社ごとに異なる情報の取りまとめ方が解消される

・・・国境を越えた市場における企業の比較分析が容易になる

 
等

異なる言語の問題を解消

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

 
化した

 
証券市場 情報提供

 
の改善

同じ尺度

 
での比較
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日本公認会計士協会の対応

財務情報の電子化という現実的課題におけるXBRLの重
 要性を認識し普及に努めるため積極的に取り組んできた

2001年日本におけるXBRL普及のため、XBRL Japan設立に参加して
以来、一環してXBRL Japan を積極的に支援

常設の検討機関としてXBRL対応専門委員会を設け、XBRLが公認会
計士業務に影響を与える事項について検討するとともに、社会に対し
てもXBRLの周知に努めている

ホームページで、紹介コンテンツ「ちょっと教えてXBRL」を公開

国税庁の電子申告制度でのXBRLタクソノミの作成運用に協力

金融庁のEDINETシステムへのXBRL導入に当たっての審議に参加
協力

今後とも、積極的に取り組んでいく
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終 了

「信頼を築き」「信頼を築き」

そしてそして

「信頼される」「信頼される」

公認会計士へ公認会計士へ
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